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み
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ど
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が
つ

て
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座
物
俏
倘
の
超
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に
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っ
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潤
の
發
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さ
れ
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な
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と
解
す
る
が
、
こ
の
場
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れ
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配
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働
說
に
ス
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が
立
脚
し
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潤
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地
代
も
ま
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働
に
よ
っ
て
尺
度
さ
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ぅ
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に
っ
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す
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如
く
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溉
說
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と
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配
嘮
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說
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區
肌
の
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ぎ
を
理
解
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、
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吏
に
價
値
：の
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定
と
尺
度
、
-憤
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.の
內
在
的
.尺
度
と
外
在
的
尺
度
と
の
區
別
の
い
へ
ぎ
を
理
解
じ
な
い

^

、
，安
易
'に
^

ミ
.
ス
'は
資
体
主
義
社
會
に
っ
い
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も
價
値
法
則
の
妥
赏
攸
を
信
じ
て
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勞

働

者

意

識

に

っ

い

て

の

若

干

の

叫

輿
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V

丨
四
.エ
場
.の
調
査
を
素
材
と
し
て
丨

•
1
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靑

、
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沼

-.
.

吉

'

松

：

：

'
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■■.-
本

論

文

は

：
四

H

場
卽
ち
川
馨
の

1
自
働
2|
1
、
東
京
都
內
の
夂
毛
織
、.. 

肘
市
の
れ
エ
具
、.
仄
戶
庳
の.
諸
エ
場
を
對
象
と
し
て
な
し
た
調
査
：を
素
材
，
 

と
し
て
い
る
ー
十
丫
こ
れ
ら
の
エ
場
は
各
種
の
面
で
相
違
點
を
も
っ
て
お 

り
、
か
っH

場.
內
部
に.
お.
い
て
も
職
員
I
工
員
、：
勞
紅
幹
部—

平
勞
組
員 

.
等
の
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
し
な
が
レ
、.
#
働
者
意
識
の
若
千
の 

問
題
を
と
り
あ
:̂
よ
う
と
す
.る
の
が
、
本
論
文
め
意
圆
で
あ
る
。..
_̂
者： 

意
識
の
い
か
な
る
面
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る. 

か
、
こ
の
硏
究
が
い
か
な
る
見
透
し
或
は
假
說
を
も
っ
て
箭
手
さ
れ
た
か 

に

，
っ

い

て

は

後

述

に

委

ね

る

。

.
な
お
、
こ
の
調
査
は
質
例
紙
法
を
軸
と
し 

て
、
®
夜
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
强
す
る
と
い
う
形
で
な
さ
れ
た
。
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自
動
雄
と
>
毛
織
：と.
の.
調
查
^
昭
和
1ー
士
：年
度「

日
本
に
.お
げ 

■■
'

る
姬
# .

緊
張
0

硏
£

 

.產
業
勞
働
班
，(

敗
長
尾
蔼
邦

®

敎
授)

#
1

部 

_
.
:•
>■し
て
昭
和
"ニ
八
年
三
月.
に
：實
施
さ
れ
た
。.
，こ
，
れ
ら
の
.，..調

査

ほ

三

棱
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:.
:
>
€
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(

勞
働
科
摩
砰
究
所

)

へ、：
.北
加
條
吉
：
.

(

東
京
大
學

)

::
.
.
:兩
氏
.及
.び
.筆
者
，

，.ノ
ノ
.
;".

働̂

著

意

識

：

.
に
ら^
弋
の#
干
'の.
膨

；
へ
上̂

の
協
同
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
た
。

.

.質
間
紙
の
配
付
、
声
集
等
^

っ
い
て
は 

三
：枝
、
.：北
1

兩
氏
は
:¥
毛
織
を
、
筆
者
ば

1

自
動
車
を
分
擔
し

.た
。

こ 

.
の
協
同
硏
究
の
成
果

€>
-

_

#
は
報
吿
さ
れ

.た
が
、
ネ
論
文
は
と
.の
報
吿 

丨
を
單
に
敷
衍
し
た

.も
の
で
は
.な
く
、
筆
者
の
見
解
を
强
く
出
し
、
多
少 

.

.と
^

獨
自
な
立
場

.か
ら
作
成
し
た
。
從
っ
て
分
析
未
熟
の
責
は
筆
者
の 

み
，が
負
ゎ
ね
：ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
形
で
の
資
料
の
利
用
を
許
諾
さ
れ 

た
.協
同
硏
究
者
.に
謝
す

る
。
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お
、

I

自

動

車

の

胃

^

に

は

本

塾

大

學 

-
院
學
.生
，竹
ft
.
恒
宣
、
丹
下
利
邦
兩
君
の
協
力
を
え
た
。

.
新
瀉
縣
肘
市
の
，：2
:エ
具
と
玟
戶
雄
の
調
查
は
:
昭
和
ニ
八
年
文
部
省. 

'
科
學
：硏
究
助
成
補
助
金
.：を
え
て
な
さ
れ
た
—.
三
條
市
の
社
會
的
旃
究」

办
マ

邵
と
レ
'て
;實
施
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
調
耷
は
本
塾
大
學
院
學
虫
小 

林
康
志
君
の
協
カ
を
文
て
、
昭
狗
ニ
八
年
九.
月
に
行
わ
れ
た
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，

#
的
羰
境
の
分
析
を
前
提
と
し
て
、
取
扱
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と 

，は.
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。
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'
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(

南
博.「

社
#
心
理
學」 .
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ー
丄
ー
一
®
;
_
か

く

て 

、
本

節

で

は

ま

ず

地

域

'、'會
社
、.
組
合
、
次
'に
各
工
場
の
勞
働
カ
構
成
伫
ふ
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東
京
、
川
崎
忆
っ
い
，.て
は
說
明
を
省
略
し
ぅ
る
だ
ろ
ぅ
が
、
旭
市
に
っ 

:

い
て
は
、そ
れ
が
必
要
で
あ
ろ
ぅ
。
诞
市
の
主
耍
產
業
は
益
物
業
で
あ
て 

そ
れ
は
問
屋
制
家
内
工
業
を
中
核
と
し
て
展
開
さ
れ
て.
い
る
。
X
場
形
態 

を
と
る
も
の
は
少
く
、
そ

の
有
力
な
も
の
；
は
金
物
業
以
外
の
業
種
で
發
展 

.
し
い
る
。
M
市
で
は
、H

場
は
戰
前
に
は
殆
ど.
み
ら
れ
だ
か
っ
た
於
、
戰. 

時
及
び
戰
後
に
幾
多
の..H

場
が
發
生
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
こ
'の
.町
の 

產
業
贬
態
の
鉴
調
を
變
ぇ
る
程
の
カ
を
も
っ
'て
い
な
い
ょ
ぅ
だ
-.
°
2
市 

の
詳
細
に
っ
い
て
は
、
矶_
 

|̂
1:
域̂
社
會」

‘三
田
學
會
雜
誌
昭
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ニ
<
ハ
ヰ
五
月
號
參
照

)

こ
の
お
く
れ
た
產
業
形
態.
に
お
い.
て
、
M
市
は
東 

東
、
川
崎
と
は
對
照
的
で
あ
る
'0

'
'
.. 
,
 
.

'
:
.
,

1
及
ぴ
¥.
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
お
け
る
有
カ
會
社
‘で
あ.
る
。
I
は
重 

X
業
に
> 
>
は
輕
エ
業.
に
屬
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
各
種
の
相
違
が
生
じ 

て
く
る
。
N
、
K
は
い.
ず
れ
も
中
小
企
：業
で
あ
り
、.
こ
こ
に
大
企
業
對
中
'
 

小
命
業
の
問
題
が
出
で
く
る
。
N
ば
嚴
密
な
規
格
を
要
求
さ
れ
る
小
工
具 

を
作
っ
て
い
る
近
代
工
場
1)

で
あ
り
、

「

金
物
の
^
た
る
¥
市
で
は 

異
質
的
分
子
で
あ
る
。
.こ
れ
に
對
し
て
仄
は
そ
の
本
質
に
お
い
て
マ
ニ
ュ 

フ
ァ
ク
チ
ユ

ア
的
で
あ
る
"0
2)

.從
，
.つ.
て
^'
者
を
と
る
：
こ
^

に
ょ
つ
て
、

M
市
に
お
け
る
工
場
の
一〖

類
辦
を
比
較
し
ぅ
る
。
M
市
工
場
の
：多
く
は
零

七
ニ 

(

四
〇
ニ)

細
金
物
製
造
業
者
か
ら
生
長
し
た
も
の
で
、
會
社
形
態
を
と
つ
て
い
て
も 

:

實
質
は
齡
人
歡
營
で
あ
る
。
こ
れ
に
應
じ
て
、
'勞

馨

も

'
職

人

的

性

格

を
 

多
分
に
も
0
て
い
る
。
?〕

K
も
こ
の
例
外.
で
は
な.
い
0
と
こ
ろ
が
N
は 

戰
時
冲
，某

飛
行
機
會
社
の
下
請
工
場
と
し
て
、：

地
元
外
の
資
本
を
導
入
し 

.
て
設
立
さ
れ
た
。
戰
後
こ.
の
下
請
關
係
を
脱
し
、
'若
干
の
變
遷
の
後
、
現 

在
の
狀
歡
に
な
っ
た
。
か
く
て
N
は
所
謂
' #
社

ちし
：；

雰

圍

氣

を

も

ち
、. 

そ.
の
勞
働
者
も
近
代
色
を
帶
ぴ
て
い
る
。
M
市
工
場
の
典
型
は
兩
渚
の
う 

,
ち
で
は
仄
に
求
め
ら
れ
る
。

4)  
；■

„ 

:

I
勞
組
は
全
自
の
ー
環
を
な
し
ハ
ー
總
評
左
興
と
稱
さ
れ
、
活
潑
な
組
合 

活
動
々
行
っ
て.
い
る
。
¥
勞
組
は
全
鐡
の
一
環
を
な
す
。
全
織
の
な
か
で 

は
蠶
糸
に
次
い
で
、
羊
毛
が
强
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
Y
は
そ
の
う
ち 

で
も
左
で
あ
り
、
金
鐵
左
派
と
認
め
ら
れ
て
い
，る
。
M
市
で
も
終
戰
直
後 

に
は
幾
っ
か
の
罾
10.
が
で
含
た
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
現
在
ま
で
殘
つ
て
い 

る
も
の
は
殆
ど
な
い
。
N
に
は
、
M
市H

場
で
は
例
外
的
に
1
が
存
在 

す
る
。
し
か
し
忖
勞
組
は
上
部
組
織
と
し
て
は
、
微
力
な
地
域
的
逋
合
圈 

.
體
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。1<
:
で
：は
冗
會
と
稱
す
る
も
の(

と
は
あ
る
が
、勞 

組
は
な
い
。：ね
勞
組
で
は
ー一、

三
〇
歳
！

i

の
中
堅H

員
が
勞
組
幹
部
と
な 

つ
て.
い
る
。
年
長
の
、
職
長
ク
ラ
ス
の
工
員
ば
自
ら
勞
組
幹
部
と
は
な
ら 

な
い
が
、
若
い

--.
%の
の.
や
る
こ
と
を
溫
い
眼
で
み
て
い
る
：。
又
抖
經
營
者 

特
に
若
い
實
務
に
携
わ
る
重
役
は
、
勞
組
に
對
し
て
相
當
の
理
解
を
示
し 

て
い
る
ょ
5
だ
0,
K
會
の
幹
部
は
'#
社
の
職
階
制
を
反
映
し
て.
い
る
が
、
 

そ
の.
運
營
に
對
し
平
會
員
の
間
に
は
か
な
り
の
不
滿
が
あ
る
。
S

し
か 

し
こ
不
滿
は
行
動
と
な
つ
て
は
、
現
れ
て
き
て
い
な
い
。
?
y

難 V」.七、-*̂ ^

]

鼷

(

1)

近
代
エ
場
は
機
械
の
採
用
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
.。
そ
，れ
は 

:

家
內
エ
業
を
驅
逐
し
て
威
業
形
態
を
根
本
的
に

« |
革

心

、
.近

代

的

勞

資 

_

關
係
の
基
盤

.を
構
築
す
：る
。
'
化
市
で
は
、
'
こ
の
近
^ :

エ
.場

は

金

物

業

以

外
の
業
棟
で
の
み
發
展
し

'
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
金
物
業
に
如
け
る
家 

吖
エ
業
的
生
庳
樣
式
を
、疽
接
的
に
は
陳
腐
な
も
の
と
し
て
い
な
い

。
：§ 

市
の
主
齊
產
業
は
未
だ
產
業
革
命
以
前
の
形
應
に
ど
ど
ま
丨
っ
て
い
る
。

(

2)

 

K

は
双
物
工
場
に
比
べ
れ
ば
、
近
代
工
場
に
近
い
性
格
を
も
っ
て 

■い
る
。
戸
車
エ
揚
ば
好
況
時
に
際
し
て
は
、
、零
細
：，戶
車
製
造
業
者
と
の

競
爭..
に
直
面
：才
る
が
、
不
況
時
に
は
零
姻
業
考
を
&
倒
し
て
生
き

..
の
び 

石
こ
と
が
で
き
る
。
双
物
エ
揚
は
戰
時
中
の
^
lpr
a
欢
至
は
職
後
の
へ
プ
I. 

,
ム
に
よ
っ
て
^
じ
た
も
の
で
ぁ
り
、
.不
況
時
に
は
む
し
ろ
零
細
業
者 ̂

'廄
迫
さ
れ
る
0
:.-. 
:;.
':. 

:.
•.
•
'

:

な
お
、」

'マ；1

一.
ュ
i

近
代
工
場
と
の
差
異
ば
機
械
の
導
人
の
有
無
'に
卜 

'■
'
.か
る
が
、
：機
械

.を
社
會
的
，槪
念
と
し
て
把
握
す
る
限
り
、

.近
代
!3
:

場
の
：
 

•:

本
質
を
機
械
に
體
化

3
:
れ
，た
：固
定
資
本
の
重
み
で

:.
>
:
毅
询
エ
業
：的
生
產
：
 

樣
式
を
陳
腐
な
ら
し
め
る

V

と
ぬ
求
め
ぅ
る
。

(

3

)

職
人
的
勞
働
恭
は
マ
ニ
ュ
に
對
應
す
る
も
の
で
ぁ
リ
、
前
期
的
性 

格
を
も
っ
。
被
ら

.は
そ
の
熟

#

_
に
よ
っ
て
、

.
-資
本
に
對
す
る
發
言
力
を

‘

.

も
っ
て
い
る
？
又
マ
ニ
ュ
は
家
內
工
業
と
並
存
す
る
か
ら
、
彼
ら
は
獨 

立
す
る
機
會
を
金
く
失
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
ぅ
に
、
彼
ら
は
個
人

. 

的
に
資
本
に
對
抗
す
る
力
を
も
っ
の
で
、
彼
ら
の
生
活
に
と
っ
て
勞
組 

は
必
須
な
も
の
と
は
未
だ
な
っ
て
い
な
い
。
か
っ
：屈
主
と
の
間
に
は
親 

^

丨
徒
弟
的
.な
温
情
關
保
.が
，殘
准
^

て
.
い
る
0

-'
v
K

の
.鑄
物
P

は
か
か
.る

,
妒
働
者
意
識
へ

§

:

ぃ
；
て

馨

乎

め

：
間

題

：
：

(

上
^:
-!::

'■
'

職
人
的
勞
働
者
と
規
定
し
う
る
。

. '
•

(

4) .

M
市H

場
，の
ょ
リ

典
型
的
な
.も
の
と

し

て

は

、

金
物
業
に
屬
す
る 

双
物
工
場
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
稀
め
て
小
規 

摸
で
、
十
數
人
位
が
限
度
で
あ
P
、: '-
し
か
も
最
近
の
不
況
で
は
、
影
が 

'  
.
薄
い
。

• 

V

V
':
.
■

.

.

■'
'

•
 

:
■

,?

)

K
會
の
：最
大
の
行
事
は
、
春
秋
ニ
同
の
，温
泉
旅
行
で
あ
る
。
K
會 

,
' .

の
#
長
は
社
長.
で
あ
り
、
尊
務
•
が
副
會
長
、.
幹
部H

員
が
理
事
に
な
つ
，
 

C

て
い
る-
0
11.
會
は
'明
ら
か
に
：勞
：資
協
調
的
女
親
睦
機
關
で
あ
る
。
■

(

6
.

)

长
會
の
幹
部
と
平

# .

員

と

の

關

保

.に

つ

.い
て
の

.

質
問
に
答
え
た

も 

;
;
:の
'は
、
四
割
弱
に
す
ぎ
な
い
が
、

：

兩
者
の
關
係

.が

「

う
ま
く
い
：つ
て
い 

'
.
.
.
る」

.

.と
答
え

.:̂

.も

.の
，
.
‘̂、
，.そ
の

I 

ー.#|
.に
.
と
と
.
'ま
る
。

と
■

<!
-
.る
>5
'
?
2
1勞
組 

の
同
様
.な
,

係k
:

つ'
-ぃ
’て

間

う

と

、

解

答

者

九
六
^

の
う 
'ち
.六
割
强
が

「

う
ま
く
い
つ
て
い
る

」

.と
答
え
て
い
る
。

(

7)

勞
組
は
必
耍
で
あ
る
が
、

「

で
き
そ
う
に
も
な
い」

，と
い
う
意
見 

.
の
■う
ち.
に
、

こ
の
事
態.
が
'看
取W

れ..る
0
K
勞
働
者
意
識
の
前
期
性
は 

勞
組
の
必
耍
性
を
否
認
す
る
形
で
は
な
く
、
そ
れ
•が
で
§
そ
う
に
も
な 

'
い
と
い
う
篇
見
に
瑰
れ
て
い
气 

' 

B 

.

.

:

I
、
Y:
の
勞
働
カ
構
成
は
性
別
、
年
齢
別
に
み
て
、
全
く
對
照
的
で
あ 

る
。
す
セ
は
、：
女
子
が
勞
働
カ
の
量
的
主
軸
で
あ
り
、
年
齡
的
.に
は
そ
の 

過
年
が
一
一
〇
歲
以
下
で
あ
る
。
I
で
は
、
女
子
は
極
：め
て
僅
少
で
あ
り
、

:L
が
も
年
齡
的
に
は
殆
ど
が
一
ー
へ
ー
帛
双
上
で
あ
る
。

(

1)

、

;

.-
の
こ
と
'.か
’ら
し
て
當
然
齋
想.
さ
わ
る
ょ
う.
に
、
I
勞
衝
者
の
大
部
分

:

.

.
七
--
ニ 

.(

四
0
三> 
.
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は
世
帶
主
で
あ
る
が
、
Y

の
そ
れ
の
過
半
は
未
婚
の
、

生
家
と
の
藍
り
を 

斷
ち
切
れ
な
い
女
子
^

^

者

で

あ

る

。

2)

Y

女
子
勞
働

f

の
こ
の
非
獨 

立
蚀
は
、

生

家

と

の

間

の

邊

金

關
係
に
お
い
て
現
れ
る
。

こ
れ
を
I

の
そ 

れ
と
比
較

す

る

と

、
相

違

は

歴

然

と

し

て

い

る

。
V

で
は
、
解

答

港

の

ぅ
- 

ち
ー
；ー
八
％

が

送
金
關
係
を
竹
婼
し
て
い
る
が
、
I

で
は
、

そ

れ

は
.

六
^

 

に
す
ぎ
な
い
。

言

)

.
觅
に
こ
の
拽
格
は
失

業

し

女

場

合

に

、
彼
ら
が
と
ろ 

ぅ
と
'
し
て
い
る
方
策
に
お
い
.
て

も

出

て
:.
:

<

る
。〗

>

龙

：は
、
.
.解

答

考

の
':

5
.
ち
，
 

四

--
.

^

が
、
.

1
で
は
、
.

そ
の
だ
づ
*

四

涔

が
$

家
に
歸
ろ
ぅ
と
.
思
：ぅ

1

::: 

と
答
免
て
.
い
る
：

？

)

 

丫
で
の
”

-

の
四
ー
^

の

實

數

は

首

务

で

あ

'.
^

、
 

送

金
關
係
を
肯
定
し
女
も
の
の
實
數
.

f

四
名
を
遙
に

と

ぇ

て

い
Iる
：。
從
づ 

ノ

.

て
-た
と
.
え

1

關

係
が
な
く
ど
% '

、
：吳

業

し

た

場

合

の

行

動

に

积

い

て

坐
'.

家
.と

の

家

族

的

駿

り.を

表

朋

し

ふ

い.る
も
め
が
、：
Y

で
は
相
當
に
い
る
。

'V
:

.

4
で
.
は
、
.：こ
れ
が
逆
に
：な
^

、
：ぎ

金

關

係

を

皙

定

し

た
%

办

：
の

實

數

は

一

一

ス

 

二
ハ
名
、
'
失

業

し

た

ら

：

)「

生

家

に

歸

ろ

ぅ

と

思

ぅ
« -
-

'
と
答
え
允
.1
の
の
そ
れ
イ 

:
..(

"

は1

四
# -

と

な

づ

で

い

る
.'

0:
又

1
籠

考

ば

歸

れ

る

组

家

ゼ

も

つ

；て

い

る
''
:
 

;

':

も
の
が
.
ょ
り
少
い
の
.
み
が
ら
ず
へ
% '

つ
.
て
い
.
て
^
歸
り
た
く
な
い
も
の
の 

‘

へ
此
率
.

り
高
.い

。
へ
？

>
.
彼

ら

は

失

槳

と

い

：

1
困
難
い
に
直
面
し
.
た
場
合
、

-' 

こ
れ
を
家
族
主
義
的
方
向
で
は
な
く
、：
近

代

社

會

の

原
'

酒

に

從

つ

，
で

解

 

決

し
ょ
ぅ
と

し

て

い

る

。
. '

成

：は

そ

ぅ

す

る

こ

と

を

餘

镲

な

く

さ

れ

て

い 

:
る
：
0
 

(

6)

 

.

.

.

 

:

v

.

.

:

家

計

補

助

的

で

あ

ろ

ぅ

と

、「

自

活

的

で
あ
ろ
ぅ
と
、
¥

女

子

勞

獨

者

の

'
1 

.

大
多
數
に

と

つ

て

、
，被

ら

め

職

場

は

結

婚

前

の
.

一
時
的
な
も
の
に
し
か
.す 

ぎ

な

い

。
.1 R

來
、
彼
ら
の
多
く
は
彼
ら
の
.
職

場

に

よ
.
つ
'て

永

續

的

な

獨

立
.

七

四

(

四
〇

四

)

-

の

生

計

を

營

も
う
と
思
っ
て
い
な

i
。

と
こ
ろ
が
、
r

勞
働
者
の
大
郃
分 

は
現
に
獨
立
し
て
い
る
。
現
在
そ

う

で

な

い

も

の

も

、
將
來
は
そ
の
よ
う 

'
:な
方
向

)

に
進
も
う
と
心
掛
け
て
.い

? >
'

。
.

こ
の
と
と
は
¥

勞

働

者

の

，
過

平

の

 

： :

勤
續
年
數
が1

一I

年

以

下

で

あ

る

の

k
、
. 

i

勞

働

者

の

約

九

割

の

.
そ

れ

が

四

 

年
以
上
で
あ
る
と

い

う

事

實

に

、

適
確
に
表
現
さ
れ
て
い
•
る
。(

？)

か
か 

.

.る
相
違
は
兩
者
の
：'入

黯

機

の

そ

れ

と

無

關

係

で

は

な

か
.
ろ
う
。
>

に
.お 

'

い

H

は

r
<

社

の

動

機

と

し

て「

家
に
い
て
も
仕
方
が
な
い
が
ら
.

」

。「

撒
會 

に

あ
-

が
れ
■
て
.l_
_

#

£

0I
J

^

が
歡
め

.て
多

ぐ

、
四
割
近
く
^

占

め

て

い

る

。

Y

女
子
勞
働
カ
が
，、
：家
庭
の
貧
困

を

背

貴

と

は

す
.る
が
、
.遊
休
勞
働
カ
の 

.■
■

励

鼻

と

や

う

形

で

集

め

ら

れ

る

と

い

う

事

情

を

、
，
こ

れ

は

物

語

.っ
て
い 

る
？

こ
れ
忙
反
し
て
、
-

? .
:
の
仕
：事
が
好
き
だ
か
ら」

と

い

う

證

的

動
'

C

機
に

よ

る

就

職
.は
：I

の
方
が
壓
倒
的
に
多
'
い

.°(

8 )

こ
の
こ
之
は
そ
こ
で 

1.
;生
.を
す
ご
.
そ

う
.と
す
る

1
勞

働

者

の

氣

組

を

示
^

て
い
.
る
の
で
は
；な
い

C
o 

.
 

.
 

.

力
-
• 

' 

- 

‘

.

.
■'
.
■
■'
N
、
K

の

勞

獎

構

成

を

棟

別

、：

年

鄹

別

に

み

冬

と

、
N

で
は
ニ
ー 
^

ベ.
至
_
三
0
歲
の
男
子
勞
働
者
の
比
率
が
高
い
：の
に
瓦
し
て
、

瓦
で
は
女
子
及 

び
ニ
 

0
歲
以
下
男
子
勞
働
者
の
そ
れ
が
，高
い
:0
t

の
兩
者
を
合
し
た
も
の 

.
'は
N

で
は
三
三
％

、
K

で

は
_J
L
,ハ
三
ガ
に
な
る
。
卽

ち

こ

の

兩
f

と

ニ1

歲
丨 

以

上
.の
男
子
勞
働
者
と
の
割
合
は
、-

. N
•
と
K

と
.
で
'
は
*K
S

S

逝

に

众

る
？

?

)

 

私
で
は
、
機
械
部
門
は
主
に
未
成
年

男

子

勞

働

箸

に

よ

っ

て

、
組
立
部
門 

.
は

殆

ど

女

子

勞

働

者

に

よ
P

て
擔
當
さ
れ
て
い
る
。
:(

1'
0)

'

N

で
は
、
仕
上 

.

め
ー
.

部
及
び
包
裝
が
.
女
子
に
よ
っ
て
.
な

3
れ
て
い
る
以
外
に
は
、
K

で
み 

:

ら

れ

る

ょ
ぅ
な
形
で

0 .
、
作
業
部
門
別
の
勞
働
カ
の
特
殊
な
配
置
は
行
知

ず'̂ ^

れ
て
い
な
い

6 

-

■■
:
. 

'
 

v

 

-

ニ
::
:

■

■

 

.

.
女
子
勞
働
者
の
.
多
く
.に
と
つV

、

職
場
社
一
時
的
な
意
味
し
か
も
た
な
.
 

い
こ
と
は
、
_

に
大
體
共
通
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、'-
:

1<
:

で

は

若

干

の

例

 

外
が

あ

る

。

11)

'

未

成

年

男

子

霞

者

は

、
N

で
，は
永
續
的
職
場
を
求
め 

る
傾
向
が
.
あ

る
の
に

反

し

て

、
K

で
は
他
の
有
利
な
職
場
を
見
出
す
間
の 

'
.一
時
的
腰
掛
主
義
に
立
脚
し

V

い

る

.0
§

そ

- ,
.で
は
、
彼

ら

は

熟

練

(

13
.) 

の
獲
得
に
よ
る
地
位
の
#

進

も

、
，祭

組

の

力

に

よ

る

そ

の

保

證

も

え

ら

れ
' 

な
.
い
か
ら
、
腰

掛

主

義

は

む

し

ろ

當
然
の
歸
結
で
あ
ろ
う
。
.
こ
の
傾
向
と 

女

子
i

者
が
多
い
と
い
う
_

情

が

、
K -
'

®

者
の
勤
續
年
數
を
短
縮
さ
- 

せ
て 
い 
る
。
_

3

か
<

て
！2:
で
は
世
幣
主
が
よ
り
多
く
存
在
.し
、
K-
'

で
.は 

非

撖

立

霞

者

の

比

.率

が
高
く
な
る

0
.’
.C15
ゾ
更
に
讶
で
汰
反
と
異
り
、
来
 

成

部
與
；

霞

者

が

そ

こ

で

.獨

立

化

す

る

傾

向

を

濃

厚

に

も

：つ
ャ
/.!'ホ
ら 

'
.
の
點
に
お
い
て
兩
者
の
間
に
は
、
I

と
¥

^

の

間

に

み

ち

れ

た

.
の

ど

類

似

<0

簾

が

あ

る

。,:
:

'

'

'

'

.

:

ー

,
賃
^
^

に
：つ
いV

み

る

：
と

：
、
1
が
ず
ば
：ぬ
け
て
高
く
、
ぞ
0
約
九
割
が
：
 

一
篤
圓
を
こ
え
で
い
る
が
、
他
の
：三
エ.
場
、.
特
に_
>
:

K
で
は
そ
也
は
極. 

く
少
數
に
す
ぎ
な
い
。
：ご
；の
相
違
は
嘗
力
^
拽

別

、

.
年

齡

別

め

違

い

を
 

バ
考
慮
に
入
れ
：て
も
大
き
す
ぎ
る
。：

£
れ
：に
反
し
て
、
五
千
圓
以
下
の
此
率 

へ
は
I
で
は
零
で
あ
る
の
■に
、
Y
で
也
約
四
割
、;:
2;
で
ば
約
三
^
^

で
は. 

.
四p

强
で
お
る
。
.

1 6) .
こ
の
至
な
原
因
と
し
て
は
、
.女
子
及
び
末
成
年
男 

子
i

溝
の
比
傘
が
あ
げ
ら
れ
る
。

17)

こ

れ

ら

低

，
賃

銀

勞

働

者

に

對

-L 

て
、
Y
で
は
こ
の
植
エ
場
に
共
通
に
み
ら
-れ
る
福
利
施
設
の
裏
付
け
が
あ 

る
が
、
N
、
K
で
は
こ
の
よ
う
な
補
於
も
殆
ど
存
在
し
な
い
。、
N
、
K
に

勞
働
表
 
>

:織
に
っ
ぃ
て
の
若
干
の
問
媒

(

上)

'

お
い
て
は
、
汽
.
車
通
勤
が
多
く
、
’ 

N

で
.
は
四
四
^

、
K

で
は
五
一
％

が
そ 

う
で
あ
る
。

し
か
も
こ
■
の
大
^

分
は
五
千
圓
^ -

下
の
も
の
で
あ
.
る
。
' 

卽
ち 

尺
で
は
七
ニ
^

、
^

.

で
は
六

1ー̂

に
當
る
。
從
っ
て
汽
取
通
勤
苕
の
多
く 

は
、
女
子
或
は
未
成
年

男

子

で

む

る

。
.
ど

の

よ

う

に

汽
i l
l

通
勤
が
多
い
こ 

.

と
は
、

こ
れ
ら
エ
場
は
そ
办
低
賃
銀
の
故
に
、
地
ー
兀
か
ら
ば
勞
働
者
を
採 

用

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
'
い
る
。
M

市
は「

鍛
冶
の
町」
 

で
あ
る
が
、
鍛
冶
屋
の
子
は
親
の

跡

を

つ

ぐ

の

で

、

工
場
へ
入
る
こ
と
は 

.

稀

で

あ

る

。

そ
の
他
の
求
職
者
も
よ
り
有
利
な
近
代
工
場
へ
入
ろ
う
と
し 

或

は
東
東
等
へ
の
轉
出
を

<4
.

て
る
。
從
っ
て
低
賃

銀

の

故

に

、
.
工
場
は
勞 

;
,
働

カ

0
.

不

，
足

に

惱

ん

で

い

る

。

か

义

て

過

剩

人

ロ

が

决

業

者

と

.
し

て

で

は

 

.

な
く
、：
調
賢
銀
者
と
し
て
現
象
す
る
と
.い
う
典
型
的
事
態
が
現
象
す

 

る
デ
舨
市
の
特
產
だ
る
金
物
は
低
廉
勞
働
カ
を
基
礎
と
し
て
、

は
じ
め
て 

全
國
的
販
路
を
確
保
し
て
い
る
と
い
う
事
態
上
、...

こ
れ
は
表
裏
を
な
し
て 

い
る
？

こ
.

の
事
實
を
民
映
し
.て
、
I

.

で
：は
多
く
め
も
の
が
失
業
し
た
：ら
、 

ノ「

ど
う
レ
よ
う
も
な
い」

と
答
え
て
い
る
の
に
、
N

、
K

で

は

「

他
の
エ 

.

.
場
.で
就
職
ロ
.を
み
.
つ
...け

ら
れ
る」

.

と
樂
觀
七
て
.

い
る
。

18
..

)

.

' 

I.
i
Y
に
つ
い
て
成
年
男
子
勞
働
者
の
賃
銀
を
比
較
し
て
も
、
I
の
方 

'が.
高
い
。
K
は
N
:f
c

比

べ

て

、

卒

均

賃

紙

：
が

锻

.
い
の
み
な
ら
^
,
賃
銀
額 

の
上
下
に
廉
#
が
み
ら
れ
ノ
中
間
が
少
い
ぜ」

れ
ぼ
K
で
は
、
特
に
摩
遇. 

へ
ざ
：
れ

て

い

る

：
一

_

の
從
業
員(

19)

..A
J

不
遇
の
多
歡
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す_ 

る
。.
鑄
物
エ
を
除
け
ば
、/
1<
;
の.
成
年
男
子
の
賃
銀
は
、
N
の
そ
れ
よ
り
も 

相
當
'に
低
い
。；K
で
ぼ
、
年
功
に
よ
る
上
昇
と
い
う
原
理
が
作
用
し
て
い 

る
が
、
K
の
機
械
、，
紐
立
部
門
で
は
、
そ
れ
が
殆
ど
働
い
て
い
な
い
。
か
、

. 

‘ 

七

五

(

四
〇
$



六 ニ  
八 三

九 五

否

N

N I

― •- 
-A .

ハ ハ
/一

—プ 四.

七
ニ

七 八

—f_. o
—1_. -JL*

_« , *

四 四

Y I

5  ^

う生 
と家 
思に
う歸
ろ

■ ■ * ， ■
思歸
わろ 
なう 
V、と

四九

よど 
がう 
なに 
い.ち 

し

妾 5 N

Y

の
世
帶
主
の
殆
ど
が
男 

、
子
て
あ
る
こ
と
は
、
.い
ぅ 

ま
で
も
'な
い
。

.

.
世

帶

主

ニ《七

ハ
-2)

世
#
主
か
否.
か

を

み
る

.

と

、

r  

(

3)

生
家
と
の
.送
金
關
係

Y I

四一

い送
丫金

るれ

七七

い送 
、る金 

し
て

S 四 
五 三

な送 
;し金 
關 
係

四四 
四仇 N

,

.
大
部
分
が

/「

し
^

.
い
•
る」

■で
あ
る
が
、
特
に

X

で

「

さ
れ
て
い
る

」

が 

:
. 

■
十
あ
る
の
は
、
在
家
の
裕
福
さ
と
同
時
に
低
賃
銀
を
も
示
す
こ
と
に

,

:

な
ろ
う

'0
.

.

-
,,
..
.

-

 

、
'(
4
'

)

失
業
'し
た
：ら
、：ど
ぅ
す
る
か
を
間
ぅ
と

、

、

'.

七

六

(

四
.〇
六

)

.
ll

m
學
會
雜
誌
：第
四
十
七
卷
第
四
铖
：

.
H

 

:

 

.

..
「

く
て
賀
銀
額
に
つ
い
て
0
滿
足
度
卽
ち
賃
銀
と
仕
事
と
の
：つ
り
合
い
：に
；
 

つ
い
て
の
意
見
'を.
み
る
と
、
Y
は
I
よ.
り
も
、.
は̂

よ̂
り
も
不
滿
を
多.

.
く
表
明
し
て
い
る
。

20)
「

こ
の
不
滿
は
賃
銀
額
が
高
け
れ
ば
、.

當
然
少
く 

V

な
‘る
が
、
§

者
意
識
の
高
低
と
も
關
係
し
て
い
る
よ
ぅ
で
あ
る
。
換
言
ソ 

.

す
れ
ば
、
不
滿
は
賃
銀
の
高
低
に
反
比
例
し
、
：1

者
意
識
に
ば
比
例
す 

.
,

る
よ
ぅ
で
あ
'る

。
.

：

最
後
に
^
者̂
の
生
家_
の
住
观
及
び
父
の
職
業
に.
つ
い
て
み
る
。
¥
で 

.
は
東
京
出
身
者
が
半
數
に
近
く
、
I
の
京
谶
全
體
か
©
身
者
を
合
し
た
も 

.

の
よ
り
多
い
。
S
彼
ら
の
父
の
職
業.
の
大
部
分
は
農
業
以
外
で
あy
と
，
 

想
像
さ
れ
る
。

22
:)

從
つ
て
彼
ら
は
農
村
的
お
く
れ
を
工
場
生
活
に
も
ち
'
 

/
込
む
こ
と
は
少
い
。..
I勞
働

者

に

：
は

、

.
地
方
か
ら
出
て
き
.た
も
の
が
む
し 

ろ
多
い
が
、彼
ら
の
多
く
は
旣
に
生
家
と
む
家
族
主
義
的
絆
を
切
斷
し
て
、,

.
獨
立
し
た
世
帶
を
形
成
し
て
い
る
9
N
、
瓦
の
勞
働
考
は
旭
市
及
ぴ
そ
の 

'
'周
邊
農
村
の
も
の
で_
古
め
ら
れ
て
い
る
。
父
の
職
業
は
1<
:
で
は
、
濃
業
及
''

.

.
び

<̂

が
'目
立
つ
て
お
り
\
泣

で

は

，
エ

員

の

比

率

が

相

對

的

に

多

い

.
。(
24)

■

:(

1)

r

、

Y

勞
働
免
の
性
別
、
：
年
令
別
檇
成 

-

數
字
は
瓦
分
库
を.
示
す
° 

以
下
特
別
の
附
言
.の
な
い 

，
場
合
は
同
樺
で.
あ
る
。：
解. 

答
攔
の
;N
は
不
解
答
者
を 

意
味
す
，る
。

$
0
1

四
.
l
-f -—

l
. 

N
 

.

八

ソ1し
o ― 

±
五—

-望一

3t_

K  N

/ f

4

五 左
T
五

■̂ • ■—

, O

四四
丄

ニ四 I
四

九七 五

ニ O 1

九一 N

Y  ;IV

一四  
K ：li

• • ■ / 

餌七

好こ 
きの
だ仕 
か事 
らが

;ら困.
つ.

た
か

三

か仕家 
、ら方に 
がい 
なて 
V、も

八 。

こ都 
が會
れに
てあ

ニ五
N

Y I ，

五 ;三 .
.1

石七 i . ~r~̂ •

四
 ̂ .1

五.
*
五

ニ四 
主 o

• i
o

一九
T

へ立.

一四
T ,

N

Y

P

の
短
い
勤
續
年
數
は
女
子
を
へ
長
い
の
は
男
子
を
代
表
し

V
い

.5

.
0
 

. 

.

,

、

'

(

8
.

)

入
-社

の

動

機

.,

.

.
 

.
 

•

(

9

}

N
、/

K
の
性
別
、
年
令
別
の
勞
働
ヵ
構
成 

*

七

七

(

四
0
七)

■(

5.)  
■歸
れ：

る
生
家.
が
あ
る
か
杏.
か.
の
問
に
答
え
た
勞.
働
若
の
う
ち
、
-

:
 

.

「

あ
るj

-
と
答
え
た
勞
働
者
の
比
率
は
、
I
で
は
四 
一^
、1>

4{.は
七

.':

■

1
^
セ
あ
る
。
更

に

「

あ
る」

も
の.
の.
な
か
で
、
失
業
し
た
ら「

歸

ろ

.' 

う
と
思
う」

と
答
え
た
勞
働
者.
の
比
率
は
、
I
で

は
-
三

^

^

す

ぎ

な
_ 

、い
の
に
：、
¥.
で
は
六
3 ;
^
に
も
の
ぼ
つ
て
い
る
。

-

■'.

:
'

へ6)

近
代
社
會
は
小
家
族
體
制
に
：合
致
し
、
家
族
生
義
賸
制
と
は
：相
容
れ 

な
い
。
.

(

w

ftf
g
.
g
j
<l
>

yd
a
v
i
s
,

'.H
u
m
a
n
.
:
s
o
c
i
e
t
y
,
:
.
p
p
.

 

4
1
8
-
4
W
9
)

 

.
家
族
主
義
的
救
濟
を
拒
否
し
て
、
問
題
を
社
#
的
次
元.
で
解
決
し
ょ
う
：
 

と
す
る
I
勞
働
者.
の
態
度
は
近
代
的
だ
と
A
え
る

:0
'

:
わ
が
國
の
失
業
人
ロ
が
、
大

衆

<?
>
間
办
|家
族
主
«

に_
ょ
つ
：て

潜

在

化

■•
. 

し
て.
し
ま
い
、
社
會
問
亂
と
し
て
現
象
し
な
：い
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い

. 

.
る
：。(

例
え
ば
、.
藤
#
敬

三

「

わ
が
趴
•
保
障
®

と

生
^
ぼ
障
體
制」

：
 

一：一

一 £

學
會
雜
誌
昭
和11

三
年
九
月
號
一
一
五—

一1
A
頁)

■，
'■

■こ
の
；傾

向

.«

.
1

般
的
に
は
妥
當
ず
る
で
あ
ろ

3

が
、
3

勞
働
者
に
つ
い

て
、

生

家

と

. 

の
'繫
り
に
關
す
る
限
リ
は
、
そ

.

う濃
厚
に
は
現
’れ
て
い
な
い
。
未
婚

の

, 

Y

が
.子
勞
働
者
が
失
業
し
た
ら
、
，

「

生
家
に
歸
ろ
う

i

思
う」

i

:答
え 

た
か
ら
と
て
、
被
ら
を
，前
期
的
だ
と
い
え

る

か
ど
，う
.
か
疑
問
で

あ
，

る
0.
. 

何
故
な
ら
ば
、
彼
ら
と
生

.家

.と
の
繫
リ
は
小
家
族
的
な
も
の
で

§

か
，

/■

ら
だ
。
，し
か
し
世
帶
主
の
場
合
に
は
、
生
家
と
の
繫

P

は

そ

の

よ

，
う

.な 

も
.の
で
は
な
く
な
つ
て
い
る
だ
る
う
か
ら
、

.同
じ
解
答
が
前
期
的
な

.

.も

-

, 

の
と
判
斷
さ
れ
る

？

. 

.：

.
ソ

ノ

.

.

•

' . 

• -
 

I 

.
-
:
. 

.

.

.

.

.

.

?

)

勤

.
續

年

数

.

•

.

'

■
■-
 

.

-

- 

: 

' 

‘
.

.
■

...

.
:
.勞
働
者
意
識
に
づ
ぃ
て
の
若
干

.

.の
問
題
：

(

上)

I
\

I
!

1
I



~k m

性 /  
別/作
/m

/別

. . . . • . .鋳
物

m

ニ ’。 械

組

a 四

. 事

ニ.'， 務

■ y •N
'六四

I 三七 計
1 〇 o

, 

一

i
j
E

學
會
雜
餘
第
四
十
七
卷
第
四
號 

性
別
、
年
令
別
を
綜
合
し
て
、
筒
#
な
表
を
作
る
と
，、

(

1 0)

仄
の
作
業
部
門
別
の
勞
働
カ
配
骰

:

(

1 1)

女
子
..が

搶

當

す

る

戸

取

の

^

立
は
丰
エ
的
に
な
さ
れ
、
出
來
高
，に

.

.
■ 

•
應
じ
て
賃
銀
が
友
拂
わ
れ
る
。
從
つ
て

‘壮
事
に
慣
れ
る

.こ
と
に

■
ょ
つ
て

， 

,

•.

ぁ
る
程
：度
の
貨
銀
額
を
受
取
ヴ
ぅ
る
？
；

2
:で
は
女
子
の
最
高
給
が
月
四
、
 

.

.千
圆
舉
で
あ
る

.の
に
、
玟
：で
は
五
千
圆
の
も
の
が
三
名
い
る
。
こ
の
ょ

. 

.ぅ
な
事
情
か
ら
し
て
、

.
勤
績
す
る
女
子
勞
働
者
が
若
干
則
て
く
る

0 

V

 

(

12)

'
將
來
の
希
釋
に
つ

.い
，て
、

N

V

J

Kと
を
比
較
す
る
と

、

'

'

:

N

で
は
引
續
い
て
勤
務
を
希
望
す
る
も
の
が
、
.解
答
者
の
ぅ
ち
九
割
に

-

.

.

.

.

.

ノ
： 
-

 

-

 

■

七

八

(

四
〇八

：}

近

い

、
が

、
1<
:

で
は
そ
れ
は
六
割
强
で

.あ
る
。

- >

な
お
、
K

で
は「

、&

營
し
#

い」

の
比
率
が
■高
い
：こ
と
に

.氣
付
く
。
こ
' 

'れ
は
！4
勞
歡
者
の
職
人
氣
霞

%

示
し
て
い
る

.ょ
う
だ
。
と
の
氣
質
は

M
 

市
の 

'
.

「

^

當
も
ち
^

を
輕
蔑
ず
る
傳

^

に
ょ
つ
て
加
速
さ
れ
み
。
し
か 

.

.し
更
に
失
業
し
た
ら

.

.

「

自
營
で
き
る
か

」

と
尋
ね
る
と
ノ

「

自
營
し
た 

いj

と
答
え
.た
七
名
の
う
ち
一
名
が

「

で
き
る」

と
.答
え
て
：い
る
に
す 

ぎ
ぶ
^

。
從
つ
て
自
營
的
志
询
は
現
實
性
を

#

つ
て
い
_る
と
は
い
え
な 

.
い
。職
人
氣
質
ば

'單
な
る
心
理
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
，か
も
し
れ
ぬ
が
、
 

■;
■.
こ
の
，心

理

が

彼

ら

の

行

動

を

規

览

す

.る
と
と
は
否
め
な
い
。

(

1 8
.

)
「

託
1 1」

.
に
如
.け
る

「

往
事
に
敗
れ
る
：一
と
い
う
の
は
、
低
度
な 

が
ら
激
練
を
意
味
し
て
い
る
と
一
も
い
•え
る

0
:
■し
か
し
.こ
の
仕
事
は
そ
れ 

自
體
上
し

.
て
は
單
純
で
あ

y

、
速
度
を
問
題
と
し
な
い
な
ら
ば
、
誰
に

. 

で
も
で
き
る
。
從
つ
て
高
度
の
熟
練
の
.介
入
す
る
餘
地
は
な
い
。
高
度 

の
"熟
練
と
は
、
仕
事
の
遂
行

re
.お
い
て
勞
働
者
が
ィ

1
1

シ
ャ
チ
ィ
ブ
を 

，.
と
.
る
で
と
を
內
容

■と

し

、

て
い
る
。例
え
ば
、双
物
锻
括
が
鐵
を
ど
の
ょ
う 

，な
温
度
で
熱
し
又
は
冷
却
す
る

.か
に
つ
い
て
の
判
斷

=
「

カ
ン

」

が
、
 

•
こ
の
ィ
二
シ
，ャ
チ
ィ
ブ
を
形
成
し
て
い
る

。

'
. 

.

(
y

.
勤續年歡

..
.

.

，•
 

'

IC N

八六
丄  ̂ :

九 .一 ..
T

四四

四
1

s? ■

t.m . >
ハ

o

四、
I

五

四

五三 
三四

N

K  N

IC N

.ぺ ■ ■ 

六瓦

もど 
なう 
いし 
.よ

; ..ぅ.:. 

三 %

手家 
傳の 
う仕 
' .事 

を

六 五 
ニ六

づ就他 
け職の 
る卩エ
...を場 
みで

ニ九

る白
. 管

で
ぎ

七一 N

K K Y I

-■

— 西 九 〇
1

: '*=r3^

. •  ■

. v _̂_^ _̂__こ

ニ 七 ;=:〇 Jn

〇 八 一 二

3?L
• •,

•I
■： . . . ：■ . : - パ

四 1八 .S'ン九

..八

o

■ : 一 ■ 

六 ニ 〇 七

o  

1こ
-.五_ _ _  

. 23：

o〇 '一 五 '

〇 〇 〇

> 8
•

— *■ ■ . — *. ■

七 ブ ■ 七

』 . i

N

:三.六

n i：:'.
帶 •
主、

• ■-； 

Tj ノヽ
H 否

K

で
は
解
答
着
の

'
ぅ
ち
約
六
割

>5
.
.一.，年
以
下
、

N
'で
.は
，ニ
.四
^
が
そ
ぅ 

で
ぁ
る
に
す
ぎ
な
い

.0
- 

(

15)

世
帶
主
か
西
か
を
‘
る
^
、
：

(

15)

西
ェ
場
の.
賃
銀.
額
' ..
單
：位
千
圓
：

.：

.

.

.

.

.

に
近
い
。

'

:'
'

'

(

1 7)

 

N

 

.で

は

ニ

〇
歳

以

下

男

子

及

.び

女

子

は

例

外

な

く

五

千

圆

以

下

で

_

あ
る
6

K
で
は
未
^
^
男
子
勞
働
者
の
ぅ
ち
三
名
は
五
千
圓
を
こ
え
て 

.
い
る
。
' 逆
に
、.
成
ヸ
畠
子
で.
2£
チ
圓
以
下
は
、
N
で
：1

一
名
、
K
re
三
名 

い
る
‘。/
成
年
男
子
ひ
實
數
は
N'
で
1
1七
名
、1<
:
で1

五
名
で
あ
る
が
ら
、
 

:
'
こ.
：の
例
外
の.
比
湩
は
1<
:
で
は
更
に
大
き
く
な
る
。.
こ
れ
らIf

つ
の
例
外 

が
1<
;.
に
お
い.
て
多
い
の
は
、
そ
こ
で
は
賃
銀
計
算
に
出
來
高
制
が
重
要 

.

な
役
割
を
演
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
；2
1で
は
年
功
が 

.

.
賃
、銀
決
定
2
大
き
な
意_

を
も
っ_
。1
で
は
粗
舍
P
力
で
推
進
さ
れ
て
、
 

丨
こ-
の
年
^
^
が
賃
銀
算
定
に
極
め
て
大
き
な
比
重
を
も
，マ
ょ
ぅ
に
な
っ 

-k

 
い
^ :
C.
r:
'
:;--
v
'-. 

',

.

'
.

.

(

18)

.
失

業

レ
.た

ふ

、

ど
ぅ"す

る
.か
.を
尋
ね
る
'と
、

N .で
：.

は
-
•-
.■
於

ぅ
^

ラ

も

な

い̂

が

多

く
"

「

家
'の
仕
事
を.手

傳

ぅ」

が 

少

，い
.の
は
で
そ
.の
；勞

働

者

が

獨

允

化

し

て

い

る

と

•と
を
示
す
。
な
お
、
 

从
に
は
農
家
出
务
の

>

、
の

が

、
，
比

較

的

少

ぃ

”
こ
と
も
考
慮
し
な
く
て

.は

•

:
な
.ら
な
.
い
.0
.
.;
-

.

-

.
 
'

■

.

..

.

.

 

■ 

、
 

■
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1<
:

-

_嘞
エ
の
毕
均
賃
银

.は
八
*

九
千
_

で
ぁ
リ
、
そ
の
分
布
は
次 

'■
欢
逾
设
^

あ
：る
'°
;貴
銀
餚
の
寧
位
は
ヤ
圓
、

A

数
.ば
實
數
で
あ
る
。

'

‘ 

七

九

(

限
〇
九

y

■年
均
貨
銀
は
、0
.
:
'
'
:
:
'
:

::
.卜'!
.
'て
:
:'.
<.
:

5
 

-

.
•

 ̂

I
 

v
:
:
v
.
.

:
.
vY'
.-
:
-

-:
:
. 

/つ
六
.
.
，
--
^
 

.

-
 

N

,
 
‘

六

こ

一

' (

' K
: r

-'.''

':-

灰
 

.

な
お
、
^

苽

勞

齔

费

の

賃

银

水

準

は

鲞

國

的

水

联

：の
半

分

.に
：も.み
：だ

な

：ぃ 

ぃ
。--
;
:近

代

エ

場

：で

眞

千
{1
1
'、
^

物

エ
«

で

へ

六

平

圓

；
_

度

; ^
.ぁ

：
る>
:
.
:
2
;.办

':
.
: 

平
均
货
銀
は
近
代

:I：
場
の
そ
れ
ょ

P

遙
か
に
低
く
、
金
物
工
場
の
そ
れ

勞

働

，者

意

識

に

っ

ぃ

て

の

若

干

の

問

題

‘(

上)

，
‘



K  N
へ ..

七 五

農 .:..

_ エ

六 五 員

職

三 七 人

' 勤 .

六 七 A  s

交

一 〇
通

四 ニ 商

日

- •
、,■■為 - V  . 雇

一 —

o 五 職

N— - - *

K N Y I

= ■*  ニ 八

いつ'
るり
合
.つ

て

四相彳三四 
六 〇 〇•=：

ァ
ま
ア
だ

一 三 五 四  
三 六 六 ニ

V、つ

なリ 
'-■V、合

.つ

て

/\ _三 ニ ' 八 N
. . . / ：

Y  I

四亡 
五四

東 :

— «；ブ
京
m

四五

關
jt{

五五
東，

一四

北
陸

o  ニ

山
靜 .

一 五

そ，
の
他

— » - - N

Y I

五五
農

杯

〇 O
漁

5E 一

〇 四
鑛

八六
商 '

九 ニ
自公
隨

交

五六

無
職

四、三 N
aajwxwKiawwwjw

人

數

it

銀 ‘ 

額

五

七

.八. '

. 'ぐ..' -*

. 一 一

：；N

一 “• 計

雷
學
會
雑
誌
第
四
十
七
卷
第
四
號

 

，
 

八
〇

(

四
一
〇

)

，

■

~

p
__
: | 

—

.

.

.

.
:
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•生
家
の
住
所

K

で
1
'-
-
こ
|
萬
圓
と
い
つ
ぶ

.、

る
.も
の
ー
が.三
.名
い
令
か
"

そ
办
ら
の
ぅ

：

'

:

Y
 

四
.五

. 一
 

ニ

四
- 

ち
.
.

1
1
%
似

縛
物
、
：
.

1

名
は
事
務
で
ぁ
る
。
鑄
物
部
門
は
.：

「

註
13」

で
^
' 

广_

■!
!
-•-- 
-

一
 

ぅ
高
度
の
熟

■

を
若
：千
必
毁
と
す
る
。

:■

他
‘の
，部
：門
で
は
代
替
を
み
つ
け
へ

へ
s

 

I
パ
Y

磨
働
者
の
父

S

業

.

る
こ
と
は
終
易
で
あ
る
が
、
こ
の
部
門
で
は

.そ
ぅ
は
い
か
な
い

.。
鋳

物

•■
. 

.

.

-

ノ
#-
*

• 

魚
 

X

.

-

.

,

H
は
數
は
多
く
は
な
い
が
：、
と

_の

エ

場

で

の

勞

働

カ
Q
.
.質
的
主
軸
を
な

•;
'^
■: 

- 

、ノ
 
：.
コ
.

I

 

■ 

す
。
彼
ら
は
祺
務
の
一
部
と
共
に
風
遇
さ
：れ
て
い
る

.

0

■

I
 
ニ

五

.

o

一
一 

四 

2 0)

貨
銀
1」

仕
祺
と
の
'っ>

合
ぃ
を
尋
ね
る

.と
、

：
. 

. 

Y
 

$
 

.

〇

.

.五

.，

〇

:
.
.'-
^

で
.は
、
不
解
答
者
が
半
數
に
近
く
、
は

a

き
り
し
た
斷
定
は
下
し
え 

|'
'
な
い
が
、
農
業
の
此
重
が
そ
ぅ
大
き
く
な
い
こ
、と
だ
け
は
い
え
る
。
こ 

.
'■
.
の
こ
1と
は
¥

で
東
京
出
身

.者
が
多
い
こ

_と
と
.對
應
す
る
。

'.
:'
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- N
、
K .
勞
働
者
の
父

’

Q

 

職
業 

/

.

.

、 

• 

■

.

全
體
的

£

み
.て
、
.
：賃
銀
額

.に
つ
い
て
不
滿
が
相
當
强
く
表
明
さ

'
れ
て
.い
.
' 

:
V

 

ニ
'
五

1

-U
;:
■

匕

.
b-
:
' 

o
 

ニ 

-

.1:1

二 

:

る
0
.例
外
は

^

で
み
.ら
れ
る
が
、

-

こ
れ
は

.尺
勞
.働
者
の
意
識
の
低
さ
に
ノ

 

.

K

一
 T

七

六

1

三

六

1

一

.

四

<ニ
一

銀
が
最
低
で

W

か
I

。
勿
論
こ
の
問
題
を
解
釋
す

I

場

合

.

■' 

I

'
 

_

は
I

f

f

l

さ
れ
る
I

で
ぁ
る
。
 

に
は
、
'.

勞
働
者
が
氍
か
れ
て
ぃ
る
社
會
的
環
境

.特
：に
京
演
と
肘
市
と
の

-

:

.

.广
：.

.

.

ン

-
. 

•

■
.

賃

銀

％

準

の

差

、
-性

的

、
¥ -
令
的
相
違
等
が
考
慮
：に
ぃ
れ
ら
れ
る

°
:

:
トf

.

.

.

1
『

コ

ー

デ

ッ

ク

ス

*ラ

ウ

レ

ス

ハ

メ

シ

シ

ス

』

 

に
お
け
る
マ
ン
羊
ピ
ア

野

久

,
,コ
I
デ
ッ
ク
ス

‘
ラ
ウ
レ
ス
ハ
.メ
ン
シ
ス
の
成
立
と
そ
の
內
容
に
つ
い

て
は
す
で
に
上
原
審
祿
敎
授
の
綁1

的
な
紹
介
と
、
批
判
が
行
わ
れ
て
，お
.

. 

.り
、
.力
ー
ル
•
グ
レ
ッ
ク
.ナ
ー
の
新
版(

一
九
.ニ
九
丨
三
六
年)

に

對

す

.

. 

る
適
切
な
論
評
を
下
さ
れ
て
い
る
0?)

し
た
が
_つ
て
.吾
々
は
そ
の
基
盤
に
立
"

■ 

つ
て
作
業
す
る
こ
と
の
學
恩
に
.め
ぐ
ま
れ
て
い
る
。

'

.

/

:

K

.'
グ
レ
ッ
グ
ナ
ー
は
右
の
第
一
卷
..でT

手
寫
と
そ
の
利
用
の
歴
史」

' 

に
つ
い
て. 「

w
<t
>
p
p
e
&
0
?

と

F
e
l
s
b
e
r
g
e
r

の
境
界
學
い
で

一四 

.七
三
年
.に
ロ
ル
，シ
ユ
で
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
が
發
見
さ
れ
た
。

そ
れ
に
ょ 

る
と
ロ
ル
シ
ユ
修
道
院
の
創
建
は
、
主

0'
降
誕
後
七
六
四(

年」

と
の
べ
て 

か
る
が
こ

の
文
書
诚
同
卷「

年
代
記
及
び
手
寫
本」

.(

一
—*
六
五_

_

六
頁

)

の
！E
SF
に 

M
W
© 

f
u
n
d
a
t
i
o
n
e

l—
J
p
d
r
CD
s
h
a
m
e
n
s
i
s 

m
o
n
a
s
t
e
r
i
i
.

A
n
n
o
,

 d
o
m
i
n
i
c
e

 i
n
c
a
r
n
a
t
i
o
n
i
s

 

s
e
p
t
i
n
g
e
n
t
i
s
i
m
o

 

s
e
x
a
g
e
w
i
m
o

 

q
u
a
r

e+o, 

〔7
6
4
1
:
:
:

と
掲
げ
ら
れ
て
い
る

'の
で
、
ロ
ル
シ

^
文
書
の
年
代
を
そ
れ
以
上
砠
^
に
.
 

遡
ら
し
め
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
め
尙
こ
.の
.

『

ロ
.ル
ン
'ユ
修
道
院
創，

建
記』

に
.は

「

視
福
さ
れ
し
ラ
ィ
シ
。ハ.丨
グ
ス
の
伯
力
ゾ

3
ふ

が

' 

•ル
.
. 

ペ
ル
ト
怡
の
寡
婦
に
て
.宗
敎
心
®
く
神
に
'歸
依
せ
る
彼
の
母
ウ
ィ
ル
リ
ス

.

丨，

『

コ
デ
ツ
ク
ス
•
ラ
ウ
レ
ス
ハ
メ
ン
シ
ス

』

に
お
け
る
マ
ン
キ
.ピ
ア

ウ
ィ
ゾ

.ダ
と
と
も
に
、
は
じ
め
ア
ル
テ
ゾ
ミ
ユ
ゾ
ス
タ

I
と
.呼
ば
れ
た 

i
n
s
u
l
a

の
口
ル
ン

.ユ
修
襲
！

i

を
そ
こ
に
修
道
職
の
司
掌
奉
仕
に
當
る
メ 

ッ
ッ
の
大
WI
敎
、
仁
慈
な
る
ル
I
テ
ガ
ン
グ
ス
に
寄
進
せ
し
と
み
え
る 

以
上
こ
の
年
代
上
の
凝
義
は
間
題
の
餘
地
を
殘
さ
ぬ
ょ
ぅ
に
思
わ
れ
る
" 

勿
論
中
世
に
お
け
る
文
書
改
竄
が
問
題
に
な
る
と
し
て
も
ロ
：ル
シ
ユ
文
書 

所
收
の
他
の
傍
證
が
嚴
存
す
る
か
ら
で
.あ
る
。
し
た
が
っ
て

「

ロ
ル
ゾ
ユ 

-文
，書
が
'ド
イ
ッ
最
古
の
文
書
だ」

と
.い
.ぅ
こ
と
は
問
題
だ
と
思
わ
れ
へ
る.0 

例
£
ば
前
揭
の
創
建
文
書
に
っ
.づ
い
て
ピ
ピ
ン
の
治
世
の
.十
一
一
年(

七
六 

，四
年)

に
ハ
ー
ゲv

ハ
イ
ム
の
寄
進
が
行
わ
れ
た
文
書

(
1

f

. 2)) 

が
載
せ
ら
汍
て
い
る
の
で
そ
の
全
文
を
邦
語
に
移
す
迄
も
な
く
年
代
的
な 

疑
は
起
ら
な
い
。
'た

，fi
同
文
書
で
は
々
イ
ス
ゴ
ク
河
上
流
、
ラ
イ
ン
パ 

丨
■ク
ス
內
の
ラ
ウ
.レ
ス
ス
ム
の
地
に
聖
堂
が
創
建
さ
れ
る
以
前
に
す
で
に 

ル
ー
ド
ガ
ン
ダ
ス
が
布
教
活
動
を
こ
の
地
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ 

れ
る
。
 

.

し
か
し
乍
ら
ロ
ル
シ
.ユ
文
書
の
三
八
三
六
通
に
の
ぽ
る
内
容
が
示
す
ょ 

ぅ
に
聖
堂
の
政
治
、：
經
濟
生
活
は
き
わ
,̂
て
廣
讽
と
な
り
、
そ
の
所
料
の 

占
め
る
廣
袠
も
ラ
イ
ン
、
ネ
ッ
カ

I
、

二
ッ
ダ
、
ラ
ー
ン
流
域
に
苴
つ
て 

い
る
0 
.

,
'•
■
’ 

'

.
■

ラ
ウ
.

レ
ス

.ハ

.ム
'の
.

コ
■上
T

ッ
'ク
ス
の
ノ
な
か
..で
.は

M
a
n
c
i
p
i
a

.と 

い
ぅ
語
が
i

r
み
ぅ
け
ち
れ
る
。
前
掲
ハ
ー
ゲx

ハ
ィ
ム
の
寄
進
文
書

の
中
で
も 

s fa
r

甘a
r
i
u
m

 
く (

e
m
e
r
a
t
i
a

 

f
a
r
i
n
a
)，

や
ミ H

t
u
s
,,》

•
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